
主　な　内　容

　 市 の 人 口 と 世 帯　　81,800 人 ( 前 月 比 ▲ 18 ) 男 40,566 人　 女 41,234 人　28,872 世 帯 10 月 1 日 現 在

提供：石岡市まちづくりアカデミーⅢ

● 石岡のおまつり
　 ３日間で 43 万人　　　　　　　　　　　　　　   P10

● 秋を満喫する市内めぐり
　 「市民ふれあいバス」参加者募集　　　　　　　    P23

● 平成 19 年度決算
　 市の財政健全度は基準内　　　　　　　　　　　  P2

● 石岡市のお財布は　　　　　　　　　　　　　　  P4

● 小・中学校施設整備懇談会
　 ８中学校区で開催　　　　　　　　　 　　　　　 P6

　富田観音ともいわれた北向観音は、もと常陸
国総社宮にあった神宮寺の観音堂として建てら
れ、元禄年間に神宮寺が富田町に移されたたた
め、観音堂も移築されたといわれています。
　この観音堂の本尊は十一面観世音で、毎月
17 日が縁日です。

富田北向観音堂

（国府五）
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石
岡
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、

早
期
健
全
化
基
準
を
11
ポ
イ
ン
ト
ほ

ど
下
回
る
14
・
３
％
で
し
た
。
言
い

換
え
る
と
「
市
の
一
般
的
な
財
源
の

う
ち
14
・
３
％
を
借
り
入
れ
の
返
済

に
充
て
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

当
市
が
一
般
財
源
か
ら
借
り
入

れ
の
返
済
に
充
て
た
総
額
は
約

44
億
８
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
う

ち
約
23
億
５
０
０
０
万
円
は
地
方
交

付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
た
め
、
実

質
の
充
当
額
は
約
21
億
３
０
０
０
万

円
で
し
た
。

　

数
値
的
に
は
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
っ
た
実
質
公
債
費
比
率
で
す

が
、人
件
費
や
扶
助
費
、公
債
費
（
借

り
入
れ
の
返
済
）
の
よ
う
な
継
続
的

に
支
出
を
必
要
と
す
る
経
費
が
一
般

財
源
の
93
・
７
％
と
い
う
高
い
割
合

を
占
め
て
い
る
現
在
、
今
回
の
比
率

は
楽
観
視
で
き
る

数
値
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
市
と
し

て
は
、
引
き
続
き

経
費
の
節
減
に
努

力
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

〔 

用
語
の
説
明 

〕

健
全
化
判
断
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
の
総
称
で
、
異
な
っ
た
範
囲

の
会
計
を
対
象
に
算
定
し
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率

　

市
の
標※
１

準
財
政
規
模
に
占
め
る
普※

２

通
会
計
の
赤
字
額
の
割
合
を
示
し
ま

す
。
な
お
、
普
通
会
計
が
赤
字
で
な

い
場
合
、こ
の
実
質
赤
字
比
率
は「
な

し
」
と
な
り
ま
す
。

※
１ 

標
準
財
政
規
模
…
…
標
準
的

な
状
態
で
収
入
が
見
込
ま
れ
る
一
般

財
源
（
市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
使

途
が
特
定
さ
れ
な
い
財
源
と
、
財
源

不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
特
例
的
に

認
め
ら
れ
る
地
方
債
の
発
行
可
能
額

の
合
計
）
で
す
。

※
２ 

普
通
会
計
…
…
各
地
方
自
治

体
の
会
計
の
範
囲
を
統
一
し
、
統
計

上
の
整
理
、
比
較
を
容
易
に
す
る
た

め
に
総
務
省
が
定
め
た
会
計
区
分
。

　

19
年
度
の
当
市
の
場
合
、
一
般
会

計
と
授
産
所
・
駅
東
区
画
整
理
事
業

の
一
部
・
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
・

霊
園
事
業
の
各
特
別
会
計
を
合
わ
せ

せ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。　

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
全

会
計
の
赤
字
額
の
割
合
を
示
し
ま

平成 19 年度決算

市の財政健全度は基準内

二
つ
の
赤
字
比
率
は
「
な
し
」

実
質
公
債
費
比
率
は

　
　
　

14
・
３
％
で
基
準
超
え
ず

グラフから見た市の財政健全度

★ 印が、市の現況

平成 19 年度決算

●問い合わせ　
　 市役所 財政課
     ☎ 23-1111（内線 231）

　

四
つ
の
指
標
に
は
、
健
全
化
を
判

断
す
る
二
つ
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

「
早
期
健
全
化
基
準
」

　

比
率
が
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
入
る

と
「
財
政
健
全
化
計
画
」
の
策
定
と

公
表
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

「
財
政
再
生
基
準
」

　

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
入
る
と
市
は
財

政
再
生
計
画
の
策
定
と
公
表
だ
け
で

な
く
、
借
り
入
れ
の
制
限
や
総
務
大

臣
か
ら
予
算
変
更
な
ど
の
勧
告
を
受

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市財政の健全化判断比率等のお知らせ

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

12.64% 20.00%

350.0%

40.00%17.64%

35.0%25.0%

★

0%

0%

0%

0%

★

★

★

　

国
の
新
し
い
法
律
に
よ
り
、
市
は
財
政
状
況
を
四
つ
の
指
標
で
表
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
指
標
に
は
、
危
険
な
範
囲
を
示
す
二
つ
の
基
準
値
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
く
石
岡
市
の
指
標
は
、
い
ず
れ

も
健
全
な
状
況
を
示
す
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

★の位置から、石岡市が基準内にあることがわかります。

■ 財政再生基準

■ 早期健全化基準

凡例
△4.24

124.8

14.3

△8.20

イエローゾーン

レッドゾーン

　

石
岡
市
の
実
質
赤
字
比
率
・
連
結

実
質
赤
字
比
率
は
、
と
も
に
赤
字
額

が
な
か
っ
た
た
め
、比
率
は
「
な
し
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
計
算
上
算
定
さ
れ
る
黒

字
の
程
度
（
マ
イ
ナ
ス
値
で
表
示
）

は
、実
質
赤
字
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
４
・

24
％
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
が
マ
イ

ナ
ス
８
・
20
％
で
し
た
。

広報いしおか　№７４　２



す
。
赤
字
額
の
考
え
方
と
、
会
計
が

赤
字
で
な
い
場
合
に
比
率
が「
な
し
」

と
な
る
の
は
、
実
質
赤
字
比
率
と
同

様
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
、

市
と
市
が
加
入
す
る
一
部
事
務
組

合
・
広
域
連
合
（
霞
台
厚
生
施
設
組

合
や
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
な

ど
）
が
起
こ
し
た
借
り
入
れ
の
返
済

額
の
割
合
を
示
し
、
過
去
３
か
年
の

平
均
値
を
そ
の
年
度
の
比
率
と
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
、「
市
の
一
般
的
な

財
源
の
う
ち
、
ど
の
程
度
を
借
り
入

れ
の
返
済
に
充
て
た
か
」
を
示
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

　

市
の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
、

普
通
会
計
が
将
来
的
に
負
担
す
る
と

見
込
ま
れ
る
、
市
、
一
部
事
務
組

合
・
広
域
連
合
、
地
方
公
社
・
第
三

セ
ク
タ
ー
等
（
市
産
業
文
化
事
業
団

や
市
開
発
公
社
な
ど
）
の
借
り
入

れ
、
債
務
負
担
な
ど
の
割
合
を
示
し

ま
す
。
こ
れ
は
「
市
が
将
来
負
担
す

る
と
見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ
な
ど
の

総
額
は
、
市
の
一
般
的
な
財
源
の
何

年
分
に
当
た
る
か
」と
い
う
も
の
で
、

比
率
が
１
０
０
で
あ
れ
ば
１
年
分
、

１
５
０
で
あ
れ
ば
１
・
５
年
分
と
言

え
ま
す
。

借
り
入
れ
等
の
将
来
負
担
は

　
　

一
般
財
源
の
約
１
・
25
年
分

　

市
が
将
来
負
担
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
、
市
、
一
部
事
務
組

合
、
地
方
公
社
等
の
借
り
入
れ

や
債
務
負
担
な
ど
の
総
額
は
約

５
７
７
億
８
０
０
０
万
円
。
う
ち
約

２
８
０
億
３
０
０
０
万
円
に
つ
い
て

は
地
方
交
付
税
に
よ
る
措
置
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
算
定
の
結
果
、
市
の
将

来
負
担
比
率
は
１
２
４
・
８
％
と
な

り
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
市

が
将
来
負
担
す
る
と
見
込
ま
れ
る
借

り
入
れ
な
ど
の
総
額
は
、
市
の
一
般

的
な
財
源
の
約
１
・
25
年
分
に
当
た

る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

経
費
削
減
に
努
め
る
一
方
で

　
　
　
　
　

    

収
入
が
大
幅
に
減

　

10
年
前
の
一
般
会
計
決
算
と
比
較

し
て
み
る
と
、
支
出
で
扶
助
費（
社

会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
支
出
す

る
福
祉
的
な
経
費
）が
増
額
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
市
は
普
通
建
設
事
業

費（
道
路
や
学
校
等
の
新
設･

改
良

の
経
費
な
ど
）や
物
件
費（
光
熱
水
費

や
委
託
料
な
ど
）を
大
幅
に
削
減
し
、

支
出
総
額
を
10
年
前
の
約
２
６
５
億

円
か
ら
約
２
４
３
億
５
０
０
０
万
円

に
縮
小
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
収
入
も
地
方
交
付
税

が
減
額
に
な
る
な
ど
、
収
入
総
額

は
約
２
７
６
億
１
０
０
０
万
円
か

ら
約
２
５
２
億
２
０
０
０
万
円
へ

と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

市
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基

本
と
す
る
事
業
の
取
捨
選
択
を
行
う

な
ど
、
さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
化
へ

向
け
て
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

な
ぜ
、
市
は
地
方
債
を

             

借
り
入
れ
し
て
い
る
の
か

　

実
質
公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比

率
は
、
地
方
債
な
ど
の
借
入
金
額
の

大
き
さ
が
数
値
の
決
め
手
に
な
り
ま

す
。
で
は
、
な
ぜ
市
は
借
り
入
れ
を

行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
が
借
り
入
れ
を
行
う
こ
と
に

は
、「
長
く
使
用
で
き
る
施
設
の
整

備
費
用
は
、
次
の
世
代
に
も
負
担
し

て
も
ら
い
、
世
代
間
の
公
平
性
を
確

保
し
よ
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
30
年
返
済
の
借
り
入
れ
を
す
れ

ば
、
そ
の
年
数
の
間
に
施
設
を
利
用

す
る
市
民
が
、
整
備
費
用
を
公
平
に

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
市
は

地
方
債
の
多
く
を
施
設
の
建
設
や
道

路
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備
に
充
て
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
家
計
が
厳
し
い
と
き

に
節
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
市
も
一
般
家
庭
も
同
じ
で
す
。

　

市
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
健
全
化
判

断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
を
算
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
財
政
の
早
期
健
全
化
と

分
か
り
や
す
い
財
政
状
況
の
情
報
開
示
な
ど
の
た
め
の
比
率
で
す
。
平
成
19
年
度
決
算

に
基
づ
く
各
比
率
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
文
中
、
平
易
な
表
現
と
す
る
た
め
、
説
明
を
簡
略
化
し
た
箇
所
等
が
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」

事業名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業 －（なし） 20.00
簡易水道事業 －（なし） 20.00
下水道事業 －（なし） 20.00
農業集落排水事業 －（なし） 20.00
駅東土地区画整理事業 －（なし） 20.00

市公営企業に係る資金不足比率 （単位：％）

　

今
回
、
健
全
化
判
断
比
率
と
と
も

に
算
定
し
た
も
の
に
、
公
営
企
業
に

係
る
資
金
不
足
比
率
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
比
率
は
、
事
業
の
規
模
に
対
す

る
資
金
不
足
額
の
割
合
を
示
す
も
の

で
す
が
、
当
市
の
公
営
企
業
で
あ
る

水
道
、
簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
、
駅
東
土
地
区
画
整
理
の

各
事
業
は
い
ず
れ
も
黒
字
で
、
資
金

不
足
が
な
か
っ
た
た
め
、
算
定
結
果

は
左
の
表
の
と
お
り
「
な
し
」
と
な

り
ま
し
た
。

平成 19 年度決算

健全化判断比率 石岡市 早期
健全化基準

財政
再生基準

実質赤字比率 －（なし）
（参考値△ 4.24）     12.64 20.00

連結実質赤字比率 －（なし）
（参考値△ 8.20）     17.64 40.00

実質公債費比率 　     14.3     25.0    35.0
将来負担比率        124.8   350.0

（単位：％）

　実質赤字比率・連結実質赤字比率は、ともに赤字額がないため「－」
と表示し、参考値として黒字の程度（比率）を△で示しています。

平成 19 年度決算に基づく 市の健全化判断比率
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石岡市のお財布は

　

市
の
財
政
は
、

金
額
も
大
き
く
、

専
門
用
語
が
多

い
た
め
、
分
か

り
に
く
い
も
の

で
す
。

　

そ
こ
で
、
19
年
度
の
石
岡
市
一

般
会
計
決
算
の
１
億
円
を
家
計
簿

の
１
万
円
に
置
き
換
え
、
市
の
財

布
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
財
政
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
、
10
年
前
（
平
成

９
年
度
決
算
）
の
状
況
と
比
較
し

て
み
ま
し
た
。

貯金とローン残高

貯金残高（基金残高） 50 万円 
（Δ 11）

ローン残高（市債残高） 268 万円 
（＋ 45）

収入

給料（市税） 106 万円 
（＋１）

パート（使用料・負担金など） 15 万円 
（Δ３）

親からの仕送り
（地方交付税・消費税交付金など）

70 万円 
（Δ 11）

親からの援助
（国庫支出金・県支出金）

36 万円 
（＋７）

ローン借り入れ（市債） 16 万円 
（Δ 12）

貯金の取り崩し
（基金繰入金）

１万円 
（Δ１）

前年度からの繰越（繰越金） ８万円 
（Δ５）

合　計 252 万円 
（Δ 24）

食費（人件費） 61 万円 
（±０）

生活費（物件費） 31 万円 
（Δ４）

医療費・養育費（扶助費） 38 万円 
（＋ 15）

家の補修代（維持補修費） ２万円 
（Δ１）

ローンの返済（公債費） 29 万円 
（±０）

自治会費など
（補助費等）

25 万円 
（Δ４）

家の増改築・家電の購入
（普通建設事業費など）

22 万円 
（Δ 37）

貯金（積立金・貸付金など） 2 万円 
（Δ６）

子どもへの仕送り
（特別会計への繰出金）

33 万円 
（＋ 15）

合　計 243 万円 
（Δ 22）

支出

※ （　）内は平成９年度との比較です。△はマイナスを表します。　 

　 平成９年度の額は、旧石岡市と旧八郷町それぞれの決算額の合計

　 です。

※ 基金・市債とも、一般会計に係る分の残高です。また、基金からは、

　 定額運用基金を除いています。

収
入
…
自
分
で
稼
げ
る
収
入
は

５
割
程
度
で
、
親
に
頼
っ
て
い

る
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
10
年

前
と
比
べ
る
と
、
給
料
は
少
し

増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に

親
か
ら
の
仕
送
り
が
減
っ
て
い

て
、
家
計
が
苦
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

支
出
…
10
年
前
と
比
べ
て
、
医

療
費
や
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
が

大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
家
の
増
改
築
・
家
電
の

購
入
を
ひ
か
え
る
な
ど
し
て
、

赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

貯
金
と
ロ
ー
ン
の
残
高
…
貯
金

は
、
不
足
す
る
収
入
に
充
て
る

な
ど
し
た
た
め
、
年
々
減
っ
て

い
ま
す
。
ロ
ー
ン
残
高
は
、
10

年
前
と
比
べ
る
と
増
え
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
親
か
ら
の
仕

送
り
が
減
っ
た
分
を
、
ロ
ー
ン

を
借
り
入

れ
て
ま
か

な
っ
て
い

る
た
め
で

す
。 10

年
前
と

　
　

比
べ
て
み
る
と

広報いしおか　№７４　４
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平
成
20
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
は
、『
火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る
』で
す
。
こ
れ
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
住
宅
防
火
対
策
と
、
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進
、
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底
を
重
点
目
標
と
し
、
11
月
９
日
〜
15
日
ま
で
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

『
火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る
』

11
月
９
日
〜
15
日

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
朝
夕
は
一
段

と
冷
え
込
み
、
日
増
し
に
寒
さ
が
厳

し
く
な
り
、
火
を
取
り
扱
う
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
空
気
も
乾

燥
し
て
く
る
た
め
、
例
年
こ
の
時
季

は
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
り

多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
『
住
宅
防
火 

い

の
ち
を
守
る 

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

を
守
り
、
住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

★ 

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

　
　
　

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

︻
三
つ
の
習
慣
︼

◆
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

◆
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

◆
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

︻
四
つ
の
対
策
︼

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

◆
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

◆
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る

　

住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の
死
者
数

は
、
平
成
15
年
か
ら
４
年
連
続
で
、

１
０
０
０
人
を
超
え
、
引
き
続
き
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
住
宅
火
災
で

亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
６
〜
７
割
は

「
逃
げ
遅
れ
」
が
原
因
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
新

築
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
18
年
６
月

１
日
か
ら
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て

は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
主
な
設

置
場
所
は
寝
室
で
、
煙
を
感
知
し
て

火
災
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で
知
ら

★ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
　
　

早
期
設
置
を
！

せ
る
「
煙
式
」
を
設
置
し
ま
す
。
ま

た
、
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
光

を
発
す
る
機
器
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
警
報
器
の
早
期
設
置
に
よ

り
、
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
設
置

義
務
化
に
伴
い
、
県
内
で
も
訪
問
販

売
な
ど
不
適
正
販
売
の
事
例
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
消
防
署
で
は
一
切
の

販
売
や
斡
旋
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
注
意
願
い
ま
す
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類
★

▲天井取付式

　購入の目安
　（ＮＳマーク）

▲

▲壁取付式

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
消
防
署　

☎
２
３
・
０
１
１
９

八
郷
消
防
署　

☎
４
３
・
６
４
９
１

11
月
１
日
か
ら

石
岡
市
指
定
燃
え
る
ご
み
専
用
袋

　

こ
の
度
、
市
民
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
中
サ
イ
ズ
の
ご
み
袋
を

新
た
に
作
成
し
、
11
月
１
日
（
土
）
か
ら
販
売
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
石
岡
市
指
定
燃
え
る
ご
み
専
用
袋
は
、
大
サ
イ
ズ

と
小
サ
イ
ズ
の
２
種
類
で
し
た
。　

表
示

サ
イ
ズ
縦
×
横
／
マ
チ
（
mm
）
価
格
（
１
袋
10
枚
入
・
税
込
）

大

８
０
０
×
４
０
０
／
６
５
０

１
５
０
円

中

７
０
０
×
３
３
０
／
５
０
０

１
２
０
円

小

６
０
０
×
２
８
０
／
４
０
０

　

８
０
円

＊
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

　
　
　
　
　
　

１
０
０
％

＊
厚
さ
０
・
０
３
㎜

◎
販
売
店
に
よ
り
、
取
り

　

扱
う
サ
イ
ズ
が
異
な
り

　

ま
す
の
で
、
注
意
願
い

　

ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

環
境
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

  　
　
　
（
内
線
１
４
４
）

中
サ
イ
ズ
を
販
売
し
ま
す

５　広報いしおか　№７４



学
校
の
耐
震
化

耐
震
化
が
な
ぜ
必
要
か
？ 

　

学
校
は
、
児
童
生
徒
の
学
習
や
生

活
の
場
と
し
て
、
重
要
な
機
能
を
持

つ
た
め
安
全
で
安
心
で
き
る
施
設
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
万
一
の
災
害
時
に
は
学
校

が
、
市
民
の
重
要
な
避
難
場
所
と
し

て
の
役
割
を
持
つ
こ
と
が
、
過
去
の

全
国
各
地
で
起
こ
っ
た
災
害
の
経
験

か
ら
も
分
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
学
校
は
地
震
災
害
に
耐

え
る
建
物
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
小
・
中
学
校
校
舎
は
、
次
の

耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

昭
和
56
年
以
前　

旧
耐
震
基
準 

・
中
規
模
（
震
度
５
程
度
）
の
地
震

に
対
す
る
設
計 

　

小
学
校　

15
校

　

中
学
校　

５
校

◆ 

昭
和
57
年
以
降　

新
耐
震
設
計 

・
大
規
模
（
震
度
６
弱
程
度
）
の
地

震
に
対
す
る
設
計 

　

小
学
校　

４
校

　

中
学
校　

３
校

　

今
後
、
旧
基
準
で
建
設
さ
れ
た
20

校
（
東
小
学
校
・
柿
岡
中
学
校
は
、

改
築
予
定
）
の
耐
震
性
能
が
ど
の
程

度
な
の
か
を
調
査
し
て
、
そ
の
結
果

に
よ
り
各
校
に
応
じ
た
耐
震
補
強
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。

学
校
名

建
築
年
度

耐
震
対
象

児
童
生
徒
数
（
人
）

校
舎

体
育
館

平
成
20
年
度

　
　
　

現
在

平
成
26
年
度

　
　
　

予
測

石
岡
小
学
校

S43

S46

○

411

297

府
中
小
学
校

S43

S47

○

528

517

高
浜
小
学
校

S54

S54

○

113

135

東
小
学
校

S35

S48

○

670

710

三
村
小
学
校

S41

H5

○

107

91

関
川
小
学
校

S60

S51

○

61

43

北
小
学
校

S49

S53

○

92

101

南
小
学
校

S51

S54

○

520

475

杉
並
小
学
校

S53

S53

○

531

464

園
部
小
学
校

S55

S61

○

237

221

東
成
井
小
学
校

S51

H1

○

139

176

瓦
会
小
学
校

S54

S62

○

111

95

林
小
学
校

S56

S62

○

183

185

恋
瀬
小
学
校

S61

S59

111

93

葦
穂
小
学
校

H5

S60

85

97

吉
生
小
学
校

S53

H2

○

75

59

柿
岡
小
学
校

S48

S58

○

281

165

小
幡
小
学
校

S59

S58

144

118

小
桜
小
学
校

H6

S59

121

127

石
岡
中
学
校

S54

S57

○

534

534

府
中
中
学
校

S41

S45

○

523

576

城
南
中
学
校

S37

H7

○

191

192

国
府
中
学
校

S58

S59

230

175

園
部
中
学
校

H3

H12

218

202

有
明
中
学
校

S41

H12

○

170

113

柿
岡
中
学
校

S40

H12

○

338

335

八
郷
南
中
学
校

H11

H12

150

161

学校施設と児童生徒数の状況

８
中
学
校
区
で
開
催

　

８
月
７
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、

各
中
学
校
区
ご
と
に
保
護
者
や
地
域

の
方
々
を
対
象
に
、
市
内
小
・
中
学

校
の
施
設
整
備
の
「
現
状
と
課
題
」、

「
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に

関
す
る
考
え
方
」
を
説
明
し
情
報
交

換
を
目
的
と
し
た
、「
小
・
中
学
校

施
設
整
備
懇
談
会
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
５
４
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.ishioka.lg.jp/

小
・
中
学
校
施
設
整
備
懇
談
会

広報いしおか　№７４　６



学
校
の
少
子
化

　

児
童
生
徒
数
は
、
昭
和
55
年
の

１
万
１
０
３
３
人
に
比
べ
平
成
20

年
度
は
６
８
７
４
人
と
約
40
％
減
少

し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
数
も
約
30
％

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
数
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
一

校
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
が
少
な

い
、
規
模
の
小
さ
な
学
校
が
増
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
児
童
生
徒
数
の
大

幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

小学校児童数の推移

0 100 200 300 400 500

H1

H10

H20

344

287

238

中学校生徒数の推移
（単位：人／１校当たり）

H1

H10

H20

0 100 200 300 400 500 600

453

387

294

S45

クラス数の推移

200

250

300

350

316

346

328

329

300
285

242

（単位：クラス）

S55 H1 H5 H10 H15 H20

これまでの
児童生徒数の推移

6000

8000

10000

12000

S45 S55 H1 H5 H10 H15 H20

10,090

11,033

10,154
9,672

8,537

7,491

6,874
（単位：人）

これまでの

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

１
国
の
基
準 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
よ
り
、小
・

中
学
校
の
基
準
は
12
か
ら
18
学
級 

２
茨
城
県

「
公
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
に

つ
い
て
（
指
針
）」
の
抜
粋 

❶
小
学
校
は
ク
ラ
ス
替
え
可
能
な
12

学
級
以
上 

❷
中
学
校
は
ク
ラ
ス
替
え
可
能
で
主

要
５
教
科
に
複
数
教
員
が
配
置
可
能

な
９
学
級
以
上

３
石
岡
市
立
小
中
学
校
適
正
配
置

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
の
抜
粋 

全
小
・
中
学
校
（
平
成
18
年
12
月
、

配
布
５
７
７
２
枚
・
回
収
４
６
３
０

枚
・
回
収
率
80
・
２
％
）

４
「
石
岡
市
立
小
・
中
学
校
適
正
配

置
等
検
討
委
員
会
」
答
申
書
の
適
正

規
模 

❶
小
学
校
は
１
学
年
２
学
級
か
ら
３

学
級
、
全
体
で
12
学
級
か
ら
18
学
級 

❷
中
学
校
は
１
学
年
４
学
級
か
ら
６

学
級
、
全
体
で
12
学
級
か
ら
18
学
級 

５
「
石
岡
市
立
小
・
中
学
校
適
正
配

置
等
検
討
委
員
会
」
答
申
書
の
適
正

配
置

小
学
校
の
適
正
配
置 

・
現
在
の
中
学
校
単
位
の
組
合
せ
が

望
ま
し
い

・
長
期
的
に
は
８
校
か
ら
10
校
が
適

当
で
あ
る

・
１
学
年
が
10
人
以
下
ま
た
は
複
式

学
級
が
で
き
る
年
度
に
統
合
の
対
象

と
す
る 

・
改
築
す
る
学
校
に
お
い
て
は
、
１

学
年
１
学
級
に
な
る
場
合
は
統
合
の

対
象
と
す
る

中
学
校
の
適
正
配
置

・
長
期
的
に
は
石
岡
地
区
２
校
、
八

郷
地
区
２
校
の
４
校
が
適
当
で
あ
る 

・
１
学
年
１
学
級
の
で
き
る
年
度
に

統
合
の
対
象
と
す
る 

・
改
築
す
る
学
校
に
お
い
て
は
、
１

学
年
２
学
級
に
な
る
場
合
は
統
合
の

対
象
と
す
る

・
中
学
校
の
統
合
は
、
敷
地
の
確
保

な
ど
を
考
慮
し
、
小
学
校
よ
り
優
先

さ
せ
る
も
の
と
す
る

児童・生徒数が減少し学校の小規模化が進んでいます。今後の対応であなた
に一番近いのはどれですか。

学校間の格差を無くし適正な学校規模を確保できるよう、
すべての学校を対象に、通学区域の見直しや統合を検討す
べきである

1,803 人 38.9%

通学区域の見直し、一部の小規模校を統合すべきである 590 人 12.8%

小規模校を対象に、近隣の学校と統合を検討すべきである 453 人 9.8%

現行の学校配置のままで良い 1,591 人 34.4%

その他 80 人 1.7%

無回答 113 人 2.4%

●石岡市立小中学校適正配置に関するアンケートより

これからの児童生徒数の予測
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4,271

4,169

2,354

2,263

2,260

2,226

2,273

2,254

2,228

6,874

6,809

6,722

6,691

6,681

6,525

6,397

中学校 小学校

（単位：人）

小学校の１学年当たりの
学級数はどの程度が良い
と思いますか

中学校の１学年当たりの
学級数はどの程度が良い
と思いますか

１学級
349人
7.5%

２学級
1,477人
31.9%

３学級
2,099人
45.3%

４学級
472人
10.2%

５学級
137人
3.0%

無回答96人
2.1%

小学校

２学級
878人
19.0%

４学級
2,497人
53.9%

６学級
1,014人
21.9%

８学級
58人
1.3%

１０学級
24人
0.5%

無回答
159人
3.4%

中学校

●石岡市立小中学校適正配
置に関するアンケートより

２学級
878人
19.0%

（単位：人／１校当たり）
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答
　

統
合
し
た
場
合
の
校
舎
の
問
題

は
、
ま
だ
計
画
が
定
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。

質
問
３　

統
合
し
た
場
合
に
通
学
距

離
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
児

童
の
登
下
校
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

答
　

通
学
は
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
統
合
し
た
場
合

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
安
全
・
安

心
の
確
保
が
示
さ
れ
て
お
り
、
も
し

統
合
し
た
場
合
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
の
登
下
校
も
一
つ
の
選
択
肢
と
考

え
て
い
ま
す
。

城
南
中
学
校
区

質
問
１　

将
来
的
に
統
合
は
避
け
て

通
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
統
合
の

時
期
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
統
合
の
具
体
的
な
計
画

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　

現
在
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
を
確
保
を
す
る
こ
と
で
学
校
の
耐

震
化
を
進
め
る
方
向
で
す
。

　

ま
た
、
適
正
規
模
は
国
・
県
・
市

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
指
針
に
よ
り
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
統
合
の

時
期
な
ど
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
市
民
の
意
見
を
十
分
に
取
り

入
れ
た
統
合
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

要
望　

　

統
合
は
説
明
し
て
頂
け
れ
ば
前
向

き
に
検
討
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
時
期
を
早
め
に
教
え
て
も
ら
え
れ

ば
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

質
問
２　

地
域
住
民
か
ら
の
意
見
を

尊
重
し
て
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　

市
の
適
正
配
置
等
検
討
委
員
会
の

報
告
書
、
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も

地
域
の
方
々
の
意
見
を
十
分
に
取
り

入
れ
る
よ
う
に
と
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
地
域
の
方
々
の
意
見
を
う
か

が
い
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
明
中
学
校
区

質
問
１　

４
〜
５
年
後
に
統
合
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
当

然
、
話
し
合
い
の
中
で
決
ま
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
。

答
　

住
民
や
保
護
者
の
意
見
が
大
事
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
Ａ
校
と
Ｂ
校

を
統
合
す
る
と
か
の
案
は
ま
だ
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

懇
談
会
で
は
、
国
の
基
準
、
県
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
市
の
適
正
配
置
等

検
討
委
員
会
の
報
告
書
を
市
民
に
示

し
て
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

質
問
２　

耐
震
対
象
校
が
20
校
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
適
正
規
模

の
配
置
と
耐
震
工
事
を
ど
の
よ
う
に

連
動
さ
せ
ま
す
か
。

答
　

本
年
度
全
て
の
学
校
の
耐
震
診
断

を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
に
適
合
し
た
耐
震
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

質
問
３　

統
合
に
あ
た
っ
て
八
郷
高

校
跡
地
を
利
用
し
ま
す
か
。

答
　

八
郷
高
校
跡
地
を
利
用
す
る
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
府
中
学
校
区

質
問
１　

小
学
校
と
中
学
校
の
一
貫

校
的
な
考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

答
　

小
・
中
一
貫
校
に
つ
い
て
は
、
今

後
統
合
と
同
様
に
、
検
討
す
る
一
つ

の
課
題
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
２　

国
府
中
学
校
は
こ
の
ま
ま

継
続
し
て
存
続
す
る
と
い
う
認
識
で

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　

い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
検
討
し
た
い

と
い
う
の
が
教
育
委
員
会
と
し
て
の

園
部
中
学
校
区

質
問
１　

学
校
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
特
に
小
学
校
が
そ
う

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

答
　

単
に
学
校
と
し
て
存
在
し
て
き
た

だ
け
で
は
な
く
て
、
地
域
の
方
々
と

の
連
携
の
中
で
学
校
教
育
の
環
境
が

育
ま
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
等
も
十
分
に
踏
ま
え
な
が

ら
、
今
後
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
２　

小
・
中
学
校
の
統
合
は
、

現
在
の
校
舎
を
増
築
し
て
使
用
す
る

の
か
、
新
し
い
敷
地
を
購
入
し
て
校

舎
を
新
築
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

学
校
の
統
合
は
い
つ
？　

耐
震
工
事
は
？　

　

各
中
学
校
区
で
行
わ
れ
た
「
小
・
中
学
校
施
設
整
備
懇
談
会
」
で

市
民
か
ら
の
質
問
と
、答
え
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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考
え
で
す
。

要
望

　

耐
震
化
と
い
う
の
は
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
今

ま
で
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で

す
。
是
非
耐
震
化
は
急
い
で
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

柿
岡
中
学
校
区

質
問
１　

柿
岡
中
学
校
の
具
体
的
な

建
築
年
度
は
い
つ
頃
に
な
り
ま
す

か
。

答
　

柿
岡
中
学
校
の
改
築
は
、
合
併
特

例
債
の
事
業
と
し
て
対
応
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
合
併
特

例
債
事
業
は
、
遅
く
て
も
平
成
27
年

度
ま
で
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問
２　

統
廃
合
と
な
っ
た
場
合
、

現
在
の
学
区
を
分
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

答
　

要
望
が
あ
れ
ば
学
区
の
見
直
し
を

含
め
た
統
合
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
３　

柿
岡
中
学
校
を
今
の
敷
地

に
建
て
替
え
た
場
合
、
将
来
的
な
統

合
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

答
　

統
合
と
い
う
部
分
は
外
し
て
考
え

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
柿
岡
中
学

校
の
敷
地
に
改
築
と
い
う
こ
と
で
考

え
て
い
ま
す
。

石
岡
中
学
校
区

質
問
１　

統
合
の
住
民
へ
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。　

　

ま
た
、
統
合
す
る
場
合
に
は
、
数

年
前
に
予
告
し
て
欲
し
い
で
す
。

答
　

関
係
機
関
と
も
協
議
を
し
な
が

ら
、
案
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
懇
談

会
な
ど
を
通
し
市
民
に
周
知
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
２　

小
中
学
校
は
災
害
時
の
避

難
場
所
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
代
替
の
避
難
場
所
は
考
え
て
い

ま
す
か
。

答
　

関
係
機
関
と
協
議
し
て
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問
３　

空
き
教
室
の
活
用
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　

各
小
学
校
で
空
き
教
室
を
利
用
し

て
学
童
保
育
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
有
効
活
用
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

八
郷
南
中
学
校
区

質
問
１　

耐
震
診
断
費
用
は
？

答
　

耐
震
診
断
の
費
用
は
、
総
額

１
億
５
３
０
８
万
７
千
円
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

質
問
２　

過
去
の
歴
史
や
、
大
人
の

都
合
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　

貴
重
な
意
見
と
し
て
受
け
止
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問
３　

今
回
の
懇
談
会
で
教
育
委

員
会
で
は
、何
が
得
ら
れ
ま
し
た
か
。

答
　

地
区
か
ら
出
た
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
参
考
に
し
て
、
今
後
の
施
設
整

備
計
画
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
財
政
的
な
問
題
、

組
み
合
わ
せ
の
計
画
を
早
く
示
し
て

ほ
し
い
と
い
う
話
や
、通
学
の
手
段
、

統
合
に
な
っ
た
後
の
利
用
に
つ
い
て

も
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
８
地
区
か
ら
の
意
見
を
検

討
し
、
よ
り
よ
い
学
校
施
設
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

府
中
中
学
校
区

質
問
１　

市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化

状
況
は
？

　

市
内
の
小
中
学
校
の
耐
震
化
率

は
、
県
内
市
町
村
の
中
で
何
番
目
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　

市
の
耐
震
化
率
は
38
・
５
％
、
耐

震
診
断
実
施
率
は
４
・
５
％
で
、
44

市
町
村
中
31
番
目
で
す
。

質
問
２　

耐
震
対
象
校
の
耐
震
診
断

を
、
平
成
21
年
３
月
ま
で
に
全
て
行

う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
結
果

は
公
表
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。　

答
　

結
果
が
出
た
ら
公
表
し
ま
す
。

質
問
３　

複
式
学
級
と
い
う
の
は
、

駄
目
な
の
で
し
ょ
う
か
。
大
規
模
校

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

答　
　

複
式
学
級
は
、
多
様
な
人
間
関
係

づ
く
り
や
体
験
活
動
の
取
り
組
み
が

難
し
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
ま
す
。行
政
側
か
ら
で
は
な
く
、

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
規
模
校
に
は
、
数
多
い
教
員
が

配
置
さ
れ
、
特
に
中
学
校
の
場
合
に

は
部
活
動
な
ど
の
集
団
活
動
が
し
や

す
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

小・中学校施設整備懇談会
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